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Ⅰ

水
泳
大
会

－
今
年
は

思
い
き
り
泳
げ
る
ー

七
月
八
日
、
頃
末
小
学
校
で
ブ
ー
ル

開
き
を
か
ね
て
水
泳
大
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
プ
ー
ル
に
は
、
二
十
五

空
ハ
コ
ー
ス
に
幼
児
用
コ
ー
ス
も
つ
い

て
い
る
新
し
い
塾
。

昨
年
は
、
渇
水
で
各
学
校
と
も
プ
ー

ル
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
今
年
は
、
三
百
二
十
名
の
ス
ボ
ー

ッ
少
年
団
の
小
・
中
学
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
コ
ー
チ
の
先
生
か
ら
「
事
故
の

な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
る
よ
う
」
注

意
が
あ
っ
た
あ
と
、
一
斉
に
全
員
で
泳

ぎ
ぞ
め
を
し
、
安
全
を
頗
い
ま
し
た
。

競
技
は
、
低
学
年
の
ビ
ー
ト
競
技
（

写
真
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
プ
ー
ル

サ
イ
ド
か
ら
、
応
援
の
父
兄
や
先
輩
た

ち
の
大
き
な
声
援
に
目
を
白
黒
。
疲
か

れ
て
途
中
で
休
む
子
ど
も
も
い
て
、
楽

し
い
競
泳
。
高
学
年
以
上
は
、
記
録
に

よ
っ
て
、
七
月
二
十
九
日
に
行
な
わ
れ

る
都
大
会
に
出
場
で
き
る
と
あ
っ
て
一

生
懸
命
。

こ
の
結
果
、
七
〇
名
の
選
手
が
郡
体

へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〝
水
泳
水
巻
″
を
目
ざ
し
て
、
各
選

手
ガ
ン
バ
レ
／

町の人口

6月末現在（）は昨年比

人　口　　26，303（＋763）

男　　12，814（＋417）

女　　13，個9（＋346）

世帯数　　8，038（十288）

町の面積　　10．82彿2

夏休みは事故のないよう楽しく過ごしましょ　う
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思い出深い夏休み＿をつくろう

誓
…

最
近
の
親
子
関
係

は
「
過
保
護
の
中
の

断
絶
」
と
い
う
言
葉

で
表
わ
さ
れ
る
ほ

ど
、
親
と
子
の
意
識

に
ず
れ
が
あ
る
よ
う

で
す
。
親
は
、
日
頃

考
え
て
い
る
自
分
の
理
想
を
押
し
っ

け
、
そ
れ
に
従
わ
せ
が
ち
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、
子
供
は
「
ク
ヨ
ク
ヨ
せ
ず
、

趣
味
に
合
っ
た
の
ん
び
り
し
た
生
活
を

し
よ
う
」
と
い
う
考
え
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
親
は
イ
ラ
イ
ラ
し
、

ロ
や
か
ま
し
く
干
渉
し
、
子
供
は
親
の

言
葉
に
「
そ
れ
し
か
言
う
こ
と
は
な
い

の
」
と
反
発
し
ま
す
。

こ
う
い
う
親
子
の
関
係
は
、
決
し
て

好
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も

っ
と
な
ご
や
か
な
も
の
に
改
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
は
、
そ
の
機
会

と
し
て
最
適
で
す
。
そ
の
意
味
で
親
と

子
が
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
「
生
活
設
計

」
も
大
切
で
す
。

親
子
で
楽
し
い
生
活
設
計

。
健
康
な
子
供
は
、
海
や
山
な
ど
で
積

極
的
に
活
動
し
、
体
力
を
つ
く
る
。

。
病
弱
な
子
は
、
タ
ッ
プ
リ
休
養
し
、

耳
や
鼻
、
歯
な
ど
の
病
気
は
休
み
中

に
治
療
す
る
。

。
夏
は
夜
が
短
く
、
睡
眠
不
足
に
な
り

や
す
い
の
で
、
努
め
て
昼
寝
を
す
る
。

。
開
放
感
か
ら
生
活
が
不
規
則
に
な
り

が
ち
、
夜
は
十
時
頃
ま
で
に
就
寝
し

朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
す
る
。

。
暑
気
に
あ
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る

。
子
供
の
遊
び
仲
間
に
な
る
。
親
は
仕

事
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
子

供
の
相
手
は
で
き
な
い
が
、
時
に
は

わ
が
子
の
理
想
と
す
る
父
親
、
母
親

に
な
っ
て
み
せ
る
こ
と
が
大
切
。

。
働
い
た
り
、
作
っ
た
り
す
る
生
活
を

用
意
す
る
。
隣
り
近
所
、
町
内
な
ど

の
親
子
と
協
力
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
で

も
の
を
作
っ
た
り
、
生
活
用
具
を
作

る
訓
練
を
す
る
。

。
子
供
と
健
康
の
安
全
を
考
え
る
。

（

体
を
鍛
え
る
絶
好
の
機
会

夏
休
み
は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
自

然
の
中
で
体
を
鍛
え
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
子
供
た
ち
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、

思
い
切
り
汗
を
流
す
こ
と
が
、
充
実
し

た
二
学
期
を
送
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
カ
る
の
で
す
。
ま
た
、
自
然
と
の
語

ら
い
、
ふ
れ
あ
い
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
美
し
き
を
感
じ
取
る
心
と
、

他
人
を
い
た
わ
る
優
し
い
心
な
ど
を
は

ぐ
く
み
ま
す
。

夏
休
み
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
る
最
適
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

県
内
に
は
、
自
然
歩
道
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

道
路
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
自
然
に
親

し
む
所
が
あ
り
ざ
す
。
家
族
づ
れ
で
．
旬

軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
、
梅
ノ
木
団
地
の
子
供
会
で

研
修
し
た
作
文
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

「
げ
ん
海
少
年
自
然
の

家
に
行
っ
た
こ
と
」

机
小
五
年
　
三
浦
　
展
代

私
は
、
子
供
会
と
い
っ
し
ょ
に
げ
ん

海
の
家
に
い
っ
た
。
は
じ
め
、
梅
ノ
木

団
地
か
ら
水
巻
駅
ま
で
歩
い
た
。
行
く

時
、
お
茶
を
持
っ
て
行
っ
て
な
か
っ
た

の
で
つ
い
た
ら
ふ
ら
ふ
ら
に
な
っ
た
。

っ
い
て
か
ら
、
二
だ
ん
ベ
ッ
ド
の
上

に
ね
た
。
ご
は
ん
は
、
セ
ル
ナ
サ
ー
ビ

ス
だ
っ
た
の
で
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

家族づれに適した九州自然道

コ　 一一　 ス あ　　　　　　 し 延　 長 み　 ど　 こ　 ろ

英彦 山 日田彦山線彦山駅または田 2．9 英彦 山神 宮 ・鬼杉
（豊富蒜鷹 巣原～） 川バスセンター（後藤寺）か キロ

らバス別所か豊前坊で下車 メートル ・野鳥 の森

皿倉 山 皿倉山　 鹿児島本線八幡駅 1．’8

皿今 山 ・帆柱 山（皿倉山 一権 現山） から帆柱ケーブル駅までバ

ス約10分

キロ

メートル

家族づれに適したオリエンテーリングコース

コ　ー　ス 所在地 基点（警官竺雪） 問　 い　 合　 わ　 せ　 先

玄海青年の家 北九州市
玄海青年の家 北九州市教育委員会体育課

若 松 区 093－582－2395

若 宮 コ ース 若 宮 町 スコーレ若宮 若宮町教育委員会
（ ク　 ） 09495－2－0859

ア　ス　レ　チ　ッ　ク

名　　　 称 あ　　　　　　 し ポイト 間合草 ・申込み

宗像 国鉄赤間駅真一西鉄バス 豊＞75 （09403）3－1063スポーツランド 10：13（日曜）＿・10：47（平日）

平尾台 国鉄小倉駅前　 平和通り
50 451－0123マルワランド 第 3乗場一西鉄バス35番－

漆帽子・運動シャ二ノ・靴・タオル・軍手などを忘れずに

な
か
っ
た
。
お
ふ
ろ
は
と
て
も
大
き

く
、
浅
か
っ
た
で
す
。
食
堂
は
三
百
人

ぐ
ら
い
は
い
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

体
育
館
も
と
て
も
ひ
ろ
い
と
こ
ろ
で
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
．
ポ
ー

ト
ポ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
ま
だ
ほ
か

に
も
あ
る
と
患
う
け
ど
、
私
が
し
っ
て

い
る
の
は
、
だ
い
た
い
こ
れ
く
ら
い
で

す
。
こ
れ
で
一
目
は
、
終
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
朝
は
私
は
5
時
に
起
き
ま
し

た
。
5
時
か
ら
6
時
3
0
分
ま
で
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
朝
も
昼
も
あ
ま
り
し
ょ

く
よ
く
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

お
か
し
を
食
べ
る
時
は
、
と
て
も
た
く

さ
ん
食
べ
、
ま
し
た
が
あ
ま
り
、
ご
飯
を

食
べ
て
な
か
っ
た
の
で
く
た
く
た
で
し

た
。帰

り
つ
い
て
か
ら
、
夕
食
を
食
べ
る

時
愚
い
ま
し
た
。
「
や
っ
ぱ
り
う
ち
の

ご
飯
が
一
番
お
い
し
い
な
あ
。
」
と
。

心
あ
た
り
の

か
た
は
届
出
を

～
遠
賀
川
の
水
死
体
～

7
月
1
1
日
、
午
後
4
時
頃
、
遠
賀
川

（
猪
熊
の
上
あ
た
り
）
で
水
死
体
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
折
尾
警
察
署
で
身
元

を
捜
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
家
族
の

か
た
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
心
あ
た
り
の

か
た
は
、
役
場
民
生
係
ま
で
連
絡
く
だ

さ

い

？
水
死
体
の
特
徴

年
令
4
0
～
5
0
歳
の
男
、
身
長
1
6
9

㌢
や
せ
型
、
長
髪
、
シ
ャ
ツ
に
「

オ
ク
ノ
」
の
ネ
ー
ム

7月29日正午、消防第5分団（猪熊小前）サイレンテストを行います

ｋ

　

　

へ

号．．い
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国
民
年
金

お
と
し
よ
り
な
ど
が
受
け
て
い
る

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
届
出
を

す
。ま

た
、
八
月
か
ら
、
福
祉
年
金
と
公

的
年
金
と
の
併
給
額
が
3
7
万
円
か
ら

ー
1
万
円
に
緩
和
さ
れ
ま
す
。

活
困
窮
世
帯
に
夏
期

（
越
盆
）
見
舞
金
を
支
給

七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
人
、

障
害
の
人
、
母
子
の
人
な
ど
が
受
け
て

い
る
福
祉
年
金
の
証
書
が
八
月
（
七
月

ま
で
四
か
月
分
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
八
月
十
一
日
の
支
払
い
を
受
け
た

ら
、
必
ず
左
記
の
と
お
り
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
十
二
月
以

降
の
受
取
り
は
出
来
ま
せ
ん
。

▼
届
出
期
間
及
び
場
所

8
月
1
1
日
～
。
0
月
1
8
日
　
（
た
だ
し

1
4
、
1
5
日
盆
休
み
）
9
時
～
午
後
4
時

役
場
酉
別
館

▼
も
っ
て
く
る

も
の

。
国
民
福
祉
年

金
証
書
と
印

鑑
。
福
祉
年
金
以

外
の
年
金
を

も
ら
っ
て
い

る
人
は
そ
の

証
書

▼
次
の
人
は
届
出
を

昨
年
、
田
や
畑
な
ど
土
地
を
亮
た
人

お
と
し
よ
り
の
年
金
は
月
2
万
円
に
改
正

国
民
年
金
の
拠
出
制
の
分
は
、
前
回
　
　
福
祉
年
金
の
無
拠
出
の
分
も
、
物
価

掲
載
し
ま
し
た
よ
う
に
、
四
％
程
度
七
　
上
昇
相
当
分
の
四
％
程
度
、
八
月
分
か

種　　　 男1 改　　 正　　 前 改　　 正　　 後

ま旺
老齢福祉年金 198，000円 240，000円．・（20，000円）

拠

出

年

金

障書福祉年金
1級　　 297，600円 360加0円（礼000鞘

2級　 198，000日 240，000円（20，㈱0円）

芸母鉢 祉蛤
258，000円 312，000円（26，000円）

爛額（霊 ㌍ 霊 加捕 （；霊 ‡2：：器

月
分
か
ら
上
っ
て
い
ま
す
。

ら
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
の
よ
う
に
上
り
ま

㊥
対
象
者

①
生
活
保
護
基
準
額
の
1
5
％
増
額
し
た

所
得
以
下
の
世
帯

④
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た
も
の

で
、
年
収
を
1
2
分
の
1
し
た
額

㊥
受
給
手
続

。
各
地
区
の
民
生
委
員
に
7
月
2
8
日
（

土
曜
日
）
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
限
後
は
一
切
受
付
け
ま
せ

ん
。

。
年
金
、
恩
給
受
給
者
は
証
書
の
記
号

番
号
と
年
金
額
を
記
入
く
だ
さ
い
。

㊥
支
給
方
法

民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

、
竪
琴
巨
万
療

民
生
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
信
の
を

町
が
審
査
し
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と

は
役
場
民
生
係
ま
で
。

世
帯
の
種
類
別
と
支
給
対
象
者
の
収
入

①
2
0
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
2
歳

新
行
政
相
談
員
に

鳥
　
谷
　
利
　
光
氏

行
政
相
談
員

鳥
谷
利
光

《
行
政
相
談
内
容
》

恩
給
、
登
記
、
戸
籍
、
国
有
財
産
、

水
巻
町
古
賀
区
〓
四
棟

年
金
、
農
地
、

失
業
、
道
路
、

消
費
者
保
護
、
郵
便
、

河
川
、
電
信
電
話
な
ど

か
ら
1
4
歳
の
子
供
2
人
の
場
合
1
6

万
1
7
0
9
円
以
下
の
世
帯

㊥
4
1
歳
か
ら
5
9
歳
ま
で
の
夫
婦
で
1
5
歳

か
ら
1
7
歳
の
子
供
2
人
の
場
合
1
6

万
2
0
8
9
円
以
下
の
世
帯

㊥
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
夫
婦
の
場
合

8
万
3
9
9
9
円
以
下
の
世
帯

④
6
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

8
万
5
8
8
5
円
以
下
の
世
帯

Ｈ
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こ
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コ

≡

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら

血
清
あ
る
病
院
へ
．
7

最
近
、
ノ
マ
ム
1
羊
に
か
ま
れ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
か
た
は

子
供
が
田
や
川
な
ど
の
湿
地
で
遊
ぶ
場

合
は
十
分
注
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
か
ま
れ
た
場
合
は
・
．
す

ぐ
救
急
車
（
1
1
9
番
）
を
呼
ぶ
か
、

最
寄
り
の
血
清
の
あ
る
病
院
に
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

。
血
清
の
保
管
場
所

県
立
遠
賀
病
院
、
芦
屋
町
立
病
院
、

中
間
市
立
病
院
、
水
巻
町
役
場
衛
生

係

こ
の
四
月
か
ら
行
政
相
談
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
頃
末
の
原
福

次
氏
が
入
院
先
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

原
氏
の
ご
生
前
の
ご
活
躍
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

後
任
に
は
、
古
賀
区
の
鳥
谷
利
光
氏

が
新
し
い
行
政
相
談
委
員
に
選
ば
れ
ま

し
た
。行

政
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

ご
遠
慮
な
く
相
談
く
だ
さ
い
。

県
大
会
へ
…
…
伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス

7
月
8
日
、
伊
左
座
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
第
1
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

式
野
球
大
会
、
筑
豊
地
区
予
選
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
試
合
は
、
今
年
か
ら
蘭
め
ら
れ

た
小
学
生
の
ヶ
ミ
ニ
甲
子
園
″
版
と
い

っ
た
と
こ
ろ
。
伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス
は

郡
代
表
に
選
ば
れ
、
筑
豊
地
区
大
会
で

は
見
事
各
地
区

の
強
豪
を
．
敗

り
、
県
大
会
の

出
場
権
を
得
ま

し
た
。
そ
し

マムシの特徴

て
、
県
大
会
で
優
勝
す
れ
ば
、
全
国
大

会
へ
と
夢
は
広
が
る
ば
か
り
ー
伊
左
座

ヤ
ン
キ
ー
ス
ガ
ン
バ
レ
〃
‥

体
長
約
7
0
甲
∵
頭
は
三
角
形
、
く
び

は
細
長
く
、
全
身
暗
灰
色
で
黒
褐
色

の
銭
形
斑
が
多
い

献血に協力しましょう　7月2円（金曜）9時30分－16時　町民会館
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1
歳
6
か
月
検
診

▼
日
時
　
8
月
6
日
、
2
0
日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

▼
対
象
児
　
1
8
か
月
～
2
0
か
月

母
子
手
帳
を
持
参
の
こ
と

母
子
手
帳
交
付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
健
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
必
ず
1
0
時

ま
で
に
会
場
に
お
こ
し
下
さ
い
。

▼
日
時
　
8
月
6
ノ
日
、
2
0
日

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
持
参
品
　
印
鑑

3
月
の
仙
配
。
腎
談

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

▼
日
時
　
8
月
7
日
、
1
6
日
、
2
7
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

県
の
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
8
月
7
日
（
火
曜
）

1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
間
市
役
所
市
民
談
話
室

消
防
第
五
分
団

（
猪
熊
小
前
）

サ

イ

レ

ン

テ

ス

ト

七
月
十
七
日
、
地
元
地
区
の
要
望
も

あ
り
消
防
第
五
分
団
格
納
庫
に
サ
イ
レ

ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
の
日
時
に
サ
イ
レ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
7
月
2
9
日
　
正
午
よ
り
2
分

間

共
同
企
業
体
入
札
、

資
格
申
請
書
の
受
付

▼
受
付
期
間
　
8
月
1
日
～
8
月
2
0
日

（
た
だ
し
、
日
曜
と
土
曜
の
1
2
時
以

降
は
除
く
）

▼
一
撃
伺
場
所
　
授
場
財
政
頗

公
害
防
止
管
理
者

認
定
講
習
会

▼
日
時

。
騒
音
関
係
　
8
月
2
2
日
～
2
4
日

。
振
動
関
係
　
8
月
2
4
日
～
3
0
日

な
お
、
場
所
、
受
講
資
格
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
は
役
場
衛
生
係
ま
で

自
衛
官
募
集

対
象
は
来
春
高
卒
見
込
み
の
男
子

▼
航
空
学
生
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）

。
受
付
　
8
月
1
日
～
9
月
2
6
日

。
試
験
　
1
0
月
2
日

▼
一
般
曹
候
補
学
生

。
受
付
　
8
月
1
日
～
9
月
2
9
日

。
試
験
　
1
0
月
7
日

申
込
み
は
小
倉
募
集
事
務
所
（
曾
9

6
2
，
3
4
6
6
〕

防
衛
庁
職
員
募
集

▼
受
付
期
間
　
9
月
1
0
日
～
9
月
1
9
日

▼
受
験
資
格
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
～

昭
和
3
7
年
4
月
2
日
に
生
ま
れ
た
者

▼
職
　
種
一
般
事
務
、
電
気
、
機
械

土
木
、
窪
築

▼
試
　
験
　
1
0
月
1
4
日
、
福
岡
市

▼
受
験
案
内
請
求
先
　
福
岡
防
衛
施
設

局
総
務
部
人
事
係
－
福
岡
市
博
多
区

博

多

駅

東

2

－

1

0

－

7

（

食

0

9

2

4

7

2

・

2

3

2

1

）

広
域
複
合
組
合
関
連
会
社

（
有
）
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

女
子
職
員
募
集

▼
資
格
　
3
5
歳
ま
で
の
女
子

▼
待
遇
　
月
収
8
万
5
千
円
程
度
、

賞
与
年
2
回
、
各
種
保
険
、
退
職
金

制
度
有

▼
申
込
み
　
7
月
3
0
日
ま
で
に
履
歴
書

一
通
を
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
芦
屋

町

粟

屋

曾

0

9

3

・

2

3

・

0

4

0

Ｉ
一
）
　
）
こ
て

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税
…
…
2
期
分

農
業
共
済
（
水
稲
共
済
）

涼しい学習室開設
……古賀第3保育所……　2階

古賀匪）県道沿にある町立の学習等供用施設は、1階は保育所です
が、2闇は学習室となっています。

この2啓は、冷房設備を完備していますので、夏休み期間中の「涼し
い学習当になっています。今年もより一層図書を充実し、7月23日か
ら8月31］まで、勉強の手伝いをする学習室として次のように開設いた
します。卜学生から大学生まで利用できます。
▲使用時司　8時30分～16時30分　　　　▲使用料　無料
▲休館日　　日曜日及び8月14日、15日　▲図書　国民百科辞典、一般

辞書、1本歴史、算数の探検など

8月のし尿汲取予定日

1日　頃末、鯉口区、猪熊

2日　頃末、唐熊県住、鯉口、猪熊

3日　唐熊県住、鯉口、御輪地、猪熊

4日　鯉口、御輪地、垣添、猪熊（入柳
地区）

6日　頃宋（15、25区）、古賀、新生街、

車返し、緑風園、中央区、新生街

（山ノロ団地）

7日　頃末（15、18、25区）、松栄荘団
地、緑風園、中央区、川端、県道

筋

8日　松栄荘団地、古賀、机、川端通り、

県道筋、美吉野団地

9日　美吉野団地、頃末（5、12、13区
）、片山、宮尾、ヌメリ石、立屋

敷、伊左座

10日　美吉野団地、頃末（5、12、13区）

大橋、月夜待、商店街、本村、下

11日　古賀区（県道より東側）、高松区、
二町住、下二町住、二、車返し、

頃末（6、11、14区）

13日　頃末（6、11、14区）、吉田団地、

宮尾、御輪地、宮ノ下社宅

16日　吉田団地、机社宅、樋口卯月
17日　吉田団地、樋口

日　吉田団地、猪熊

日　二、下二、猪熊町住

21日　吉田本村、伊左座、古賀県住

22白　梅ノ木区

23日　みずほ団地、梅ノ木区

24日　古賀区（搾ノ木団地側）、みずほ

団地、幼経国通り

25日　幼稚園通り、古賀区（梅ノ木団地

側）

8月14日、15日は盆休みです。臨時汲

坂の申込みは、8月4日までに役場衛

生係まで

－お　　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご

寄贈がありました。ご冥福をお祈り申し上げます。

富田団地　故古浜善治殿　古浜オリ子殿

下　二　故池上春善殿　池上　梅子殿

大屋賢司・大牟田省二（頃末小2年）両君から

拾得金のお礼とご寄贈がありました0ありがと

うございました。

製菓衛生試験09月6日ｃ受付8日6日～11日0遠賀保健所へ
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